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１　保育の理念・方針・目標

２　保育内容

３　安全・環境

４　健康

５　食事

令和 5  年度　きだっこえん  園評価表

【特記事項】
保育所保育指針と園の保育理念、方
針・目標を全職員に周知し理解できる
ところにまで至っていないため、指針
を読み、理念、方針等も理解できるよ
うな機会を多く作っていく。

【特記事項】
開園したという年ということもあり、
日々の保育にそれぞれが力を注いだ
ため、園の方針や
職員間の考えなど共有する時間が不
足していた。今後は職員間の連携を測
れるよう計画的に話し合いの時間を
設けていく。

【特記事項】
マニュアルの作成や見直しの年であっ
たため、今後訓練を重ね適切に行動
できるように
していく。

【特記事項】
体調不良児の対応について、特に熱
発時、個々の対応については臨機応
変に対応していく。

【特記事項】
管理栄養士と常日頃より話し合いが
できており、より良い給食の対応がで
きている。
今後、畑を設け収穫等子ども達と食に
触れ合える機会を作っていきたい。

【特記事項】
コドモンのアプリを通じ、写真や子ど
もの姿を伝えているが、その他の情報
発信が足りな
かったと感じる。今後は、早めの発信
やおたよりの作成等、情報発信をこま
めに行っていく。

保育所保育指針と保育理念・方針・目標を職員が理解している。

火災・地震・不審者侵入等の危機管理に意識を持ち、緊急時に対応できる体
制が整えられている。

保育の計画、評価、反省を常に行い、より良い保育を目指している。

素材・用具を適切に活用している。

子どもの気持ちを理解し、信頼関係を築いている。

保育理念や方針・目標を職員や保護者等に周知するための取り組みを行って
いる。

玩具・遊具等は常に衛生的に保持している。

子ども達が育てた収穫物等を調理し、食材への関心や食べる意欲を育ててい
る。

子ども一人一人の主体性を大切にした保育をしている。

子ども達が日々過ごすための安全な環境や適切な衛生状態に努めている。

園内外の安全点検を定期的にしている。

毎月避難訓練を行い、非常時に避難誘導できる体制をつくっていく。

職員間で子どもへの理解を深め、お互いの考えを十分に理解したうえで保育
を行っている。

職員の仕事や役割が明確であり、それぞれの仕事を責任を持って行ってい
る。

苦情解決の仕組みを掲示し、適切に対応している。

環境の構成を意識した保育や過程を常に工夫している。

６　保護者対応・情報

各年齢の発達段階を理解し、それぞれの年齢に合った指導計画であり個々の
発達にも留意したものを作成している。

園だより、クラスだより、掲示板、ホームページ等を通して、保育内容や子ども
の姿や保護者への情報を発信している。

健康診断を定期的に実施し、子どもの健康状態を保護者や職員に伝達し保育
に反映されている。

事故や災害に対応できるマニュアルがあり、全職員に周知されている。

保育所保育指針・保育過程に基づき、子どもの実態に即した指導計画を作成
している。

感染症の予防対策やマニュアルが用意されている。

食育の重要性を理解し、季節や年齢に合わせて食育計画を立てている。

栄養士、保育士が連携し、会議等で意見を交わしながらより良い給食になる
よう努めている。

食物アレルギーのある園児には適切な対応をしている。

発達に合わせた食事の介助を適切に行い、落ち着いた雰囲気で楽しく食事が
できるように工夫している。

保育士は、自らの保育実践を振り返り評価し、専門性の向上や改善に努めて
いる。

保護者に対して丁寧な言葉遣いと、気持ちの良い対応を心掛けている。

旬の物や季節感のある食材を用意し、食文化を伝える工夫をしている。

個人懇談会等で保護者との連携を図り、園児を理解するよう努めている。

A・B・Cの３段階評価です。A…よくできている B…ほぼできている C…努力が必要



1 A・B・C

2 A・B・C

3 A・B・C

1 A・B・C

2 A・B・C

1 A・B・C

2 A・B・C

3 A・B・C

1 A・B・C

2 A・B・C

4 A・B・C

5 A・B・C

9　事務管理・運用・守秘義務

10　研修・組織

【特記事項】
職員相互の立場を理解するというこ
とに欠けていた。今後は全職員が互い
の意見に耳を傾け、尊重し合える組織
作りを行えるようにしていく。

【特記事項】
気になる子については地域の保健師
と連絡を取り連携ができた。
木田の里施設内の交流は定期的に
行っていきたい。

【特記事項】
保護者にはこちらから挨拶し、話しや
すい雰囲気を作るようにしている。
交流の場については、園内では親子
同士の交流が図られていると感じる。

【特記事項】
話し合いの時間が少なく共有できて
いなかったため、連携を測れるよう話
し合いの時間を設けていく。

気になる子どもの対応について、外部の専門機関と連携をとりながら対応し
ている。

地域の関係機関と交流をする機会を設けている。

７　地域との関わり・開かれた保育

8　子育て支援

園長・主任・保育士の業務負担を明確にしている。

子どもの心身の発達や育児不安について気軽に相談できるように努めてい
る。

職員間で常に報告、連絡、相談の体制が機能している。

園内外の研修は計画を立て実行している。

保育に関わる様々な知識や技術の向上に努め、悩みや疑問を解決するため、
研修に参加したり専門性を読むなどして自己研鑽を積んでいる。

職員相互場それぞれの立場を理解し、園運営にかかわっている。

子どもの個人記録は、個人情報保護法に基づいて管理している。

職員に園内で知りえた事柄に対しての守秘義務を周知徹底している。

関係機関と連携を図り、有効な対応に努めている。

地域で子育てをしている親子の交流の場となるように努めている。


